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付
与
式
の
様
子

　
就
任
の
ご
挨
拶

就
任
の
ご
挨
拶

　
先
般
六
月
二
十
二
日
の
町
議
会

に
お
い
て
選
任
同
意
を
賜
り
、
七

月
一
日
付
け
で
、
奥
出
雲
町
副
町

長
に
就
任
い
た
し
ま
し
た
。

　
私
に
と
っ
て
は
、
本
当
に
身
に

余
る
光
栄
で
あ
る
と
同
時
に
、
責

任
の
重
さ
に
改
め
て
身
の
引
き
締

ま
る
思
い
で
あ
り
ま
す
。

　
私
は
、
昭
和
二
十
三
年
十
月
生

ま
れ
の
六
十
二
歳
で
す
。
昭
和
四

十
二
年
三
月
に
横
田
高
校
を
卒
業

後
、
当
時
の
雲
南
信
用
金
庫
に
入

庫
。
職
員
と
し
て
三
十
二
年
、
役

員
と
し
て
十
二
年
間
勤
め
、
六
月

二
十
八
日
の
総
代
会
を
も
っ
て
任

期
満
了
に
よ
り
退
任
し
、
こ
の
度

ご
縁
が
あ
り
ま
し
て
奥
出
雲
町
の

皆
様
方
に
お
世
話
に
な
る
こ
と
に

な
り
ま
し
た
。

　
さ
て
、
今
日
の
地
方
自
治
体
に

に
と
り
ま
し
て
は
、
社
会
経
済
状

況
の
著
し
い
変
化
や
税
収
の
落
ち

込
み
、
又
、
三
月
十
一
日
に
発
生

し
た
東
日
本
大
震
災
の
影
響
を
受

け
、
極
め
て
厳
し
い
経
済
状
況
が

続
く
と
予
想
さ
れ
ま
す
。

　
こ
の
よ
う
な
中
、
私
は
、
永
年

ソ
フ
ト
テ
ニ
ス
を
し
て
お
り
、
体

力
に
は
自
信
が
あ
り
ま
す
の
で
、

微
力
で
は
あ
り
ま
す
が
、
副
町
長

と
し
て
町
長
を
補
佐
し
、
誠
心
誠

意
努
力
し
、
知
恵
を
出
し
、
汗
を

か
き
、
町
民
の
皆
様
方
と
一
緒
に

な
り
「
住
み
よ
い
奥
出
雲
町
」
を

目
指
し
て
頑
張
っ
て
い
き
た
い
と

考
え
て
い
ま
す
。

　
皆
様
の
ご
指
導
と
ご
鞭
撻
を
お

願
い
申
し
上
げ
ま
し
て
、
就
任
の

ご
挨
拶
と
い
た
し
ま
す
。

　
国
の
「
重
要
文
化
的
景
観
」
へ

の
選
定
に
向
け
、
た
た
ら
製
鉄
や
、

こ
れ
に
よ
り
形
成
さ
れ
た
景
観
の

保
存
計
画
を
協
議
す
る
「
奥
出
雲

町
文
化
的
景
観
調
査
検
討
委
員
会
」

の
第
一
回
委
員
会
が
六
月
十
一
日
、

役
場
横
田
庁
舎
で
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
こ
の
「
重
要
文
化
的
景
観
」
に

は
、
文
化
財
保
護
法
に
基
づ
き
全

国
で
二
十
四
箇
所
が
選
定
さ
れ
て

い
ま
す
。
中
国
地
方
で
の
選
定
は

無
い
た
め
、
選
定
さ
れ
る
と
、
中

国
地
方
で
初
選
定
と
な
り
ま
す
。

　
委
員
会
の
は
じ
め
に
、
井
上
町

長
か
ら
「
国
の
重
要
文
化
的
景
観

と
い
う
、
と
て
も
高
い
ハ
ー
ド
ル

の
選
定
を
受
け
よ
う
と
し
て
い
る

が
、
選
定
に
向
け
活
発
な
審
議
を

お
願
い
し
た
い
」
と
あ
い
さ
つ
が

あ
り
ま
し
た
。

　
そ
の
後
、
委
員
長
・
副
委
員
長

の
選
出
が
行
わ
れ
、
委
員
長
に
広

島
大
学
大
学
院
の
中
越
信
和
教
授
、

副
委
員
長
に
山
口
大
学
教
育
学
部

の
貞
方
昇
教
授
が
就
任
さ
れ
ま
し

た
。

　
中
越
委
員
長
か
ら
「
た
た
ら
製

鉄
が
形
成
す
る
景
観
は
、
日
本
を

代
表
す
る
文
化
的
景
観
。
後
世
に

残
し
活
用
し
て
い
く
遺
産
と
し
て
、

位
置
づ
け
て
い
き
た
い
」
と
あ
い

さ
つ
さ
れ
、
議
事
に
入
り
ま
し
た
。

　
議
事
で
は
文
化
庁
の
井
上
典
子

調
査
官
が
重
要
文
化
的
景
観
に
つ

い
て
説
明
し
た
ほ
か
、
事
務
局
か

ら
は
調
査
区
域
や
事
業
方
針
が
示

さ
れ
ま
し
た
。
調
査
区
域
に
は
、

国
内
で
唯
一
本
格
的
な
操
業
を
行

う
「
日
刀
保
た
た
ら
」
が
あ
る
鳥

上
地
区
の
ほ
ぼ
全
域
を
「
重
点
調

査
区
域
」
と
し
た
ほ
か
、
櫻
井
家
、

絲
原
家
付
近
を
「
た
た
ら
製
鉄
中

核
区
域
」
、
大
原
新
田
な
ど
の
鉄

穴
流
し
の
遺
構
を
残
す
田
園
区
域

を
「
鉄
穴
流
し
水
田
の
景
観
区
域
」

と
し
ま
し
た
。

　
議
事
の
後
に
は
、
鳥
上
地
区
の

「
羽
内
谷
鉱
山
鉄
穴
流
し
本
場
」

や
馬
木
地
区
の
「
大
原
新
田
」
な

ど
の
現
地
視
察
を
行
い
ま
し
た
。

　
今
後
は
、
委
員
会
や
現
地
調
査

を
行
い
、
平
成
二
十
四
年
度
末
の

選
定
申
請
を
目
指
し
ま
す
。

委　員　長
副委員長
委　　　員
〃
〃
〃
〃
〃

アドバイザー
〃

中越　信和
貞方　　昇
有馬毅一郎
相良　英輔
佐竹　　昭
木原　　明
井上　雅仁
角田　徳幸
井上　典子
廣江　耕史

氏　名
景観生態学
地理学
郷土教育
近世史
環境史
玉鋼製造たたら吹き
植物生態学
考古学

分　野
広島大学大学院国際協力研究科教授
山口大学教育学部教授
島根大学教育学部名誉教授
広島経済大学大学院経済学研究科教授
広島大学大学院総合科学研究科教授
国選定保存技術保持者
しまね自然と環境財団課長代理
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文化庁記念物課文化的景観担当調査官
島根県教育庁文化財課調整監

役職･委員名等

◆
選
挙
に
よ
る
委
員
【
三
十
人
】

　
　
　
　
　
　
　
　
（
届
出
順
）

　
高
橋
　
正
知
（
中
村
）

　
原
田
　
　
勲
（
郡
）

　
森
山
　
富
夫
（
三
沢
）

　
松
　
　
忠
司
（
下
横
田
）

　
糸
原
　
　
史
（
稲
原
）

　
和
泉
　
英
富
（
上
阿
井
）

　
大
坂
　
　
茂
（
鴨
倉
）

　
宇
田
川
光
好
（
佐
白
）

　
戸
屋
　
幸
利
（
大
馬
木
）

　
松
原
　
武
雄
（
高
尾
）

　
金
倉
　
弘
美
（
下
阿
井
）

　
佐
々
木
敏
視
（
小
馬
木
）

　
永
瀬
　
博
道
（
下
阿
井
）

　
渡
部
　
光
義
（
上
阿
井
）

　
藤
原
　
純
夫
（
小
馬
木
）

　
内
田
　
吉
彦
（
三
所
）

　
恩
田
　
　
明
（
上
三
所
）

　
朝
鳴
　
栄
人
（
大
呂
）

　
若
槻
　
　
季
（
亀
嵩
）

　
佐
藤
　
　
勉
（
亀
嵩
）

　
中
林
　
　
孝
（
大
谷
）

　
藤
原
　
一
利
（
大
馬
木
）

　
若
槻
　
隆
一
（
稲
原
）

　
嵐
谷
　
勝
義
（
竹
　
）

　
梅
木
　
重
信
（
八
川
）

　
恩
田
　
　
修
（
三
成
）

　
淺
野
　
昭
憲
（
大
呂
）

　
吉
田
　
　
勉
（
横
田
）

　
藤
井
　
誠
一
（
八
代
）

　
糸
原
　
　
功
（
八
川
）

◆
選
任
に
よ
る
委
員
【
五
人
】

　
内
田
　
正
男
（
議
会
推
薦
）

　
村
尾
　
明
利
（
議
会
推
薦
）

　
佐
伯
　
徳
明
（
農
済
推
薦
）

　
和
泉
　
芳
邦
（
改
良
区
推
薦
）

　
藤
原
　
春
吉
（
Ｊ
Ａ
推
薦
）

　
尾
原
ダ
ム
周
辺
整
備
事
業
と
関

連
事
業
に
よ
り
整
備
が
進
め
ら
れ

た
町
道
佐
白
北
原
線
等
、計
六
路

線
が
完
成
し
、六
月
二
十
六
日
に

は
多
く
の
来
賓
、施
工
業
者
、地
元

関
係
者
な
ど
約
八
十
人
が
出
席
し

竣
工
式
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
竣
工
し
た
の
は
、佐
白
北
原
線
、

伊
賀
武
線
、
玉
雲
寺
線
、

上
布
施
線
、八
代
三
沢
線

の
町
道
五
路
線
と
山
林

管
理
道
岩
田
線
の
計
六

路
線
。事
業
期
間
は
平
成

十
六
年
度
か
ら
平
成
二

十
二
年
度
の
約
七
年
間

で
総
事
業
費
は
約
二
十

四
億
円
。佐
白
北
原
線
は
、

町
が
直
接
施
工
し
た
も

の
で
は
最
も
長
い
八
十

五
�
の
橋
梁
が
架
け
ら

れ
た
ほ
か
、玉
雲
寺
線
と

上
布
施
線
は
、五
月
に
完

成
し
た
自
転
車
競
技
コ

ー
ス
と
し
て
も
利
用
で
き
る
よ
う

整
備
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
佐
白
北
原
線
で
の
テ
ー
プ
カ
ッ

ト
の
後
、出
席
者
は
バ
ス
に
乗
っ

て
道
路
を
走
り
、新
し
い
道
路
の

完
成
を
祝
い
ま
し
た
。

　
式
典
で
は
、町
道
佐
白
北
原
線

等
道
路
改
築
促
進
協
議
会
の
赤
名

志
郎
会
長
が「
こ
の
度
完
成
し
た

道
路
と
、今
後
整
備
さ
れ
る
佐
白

地
区
交
流
拠
点
施
設
を
中
心
と
し
、

地
域
の
文
化
や
自
然
の
恵
み
を
活

か
し
て
、地
域
の
活
性
化
を
行
っ

て
い
き
た
い
」と
あ
い
さ
つ
さ
れ

ま
し
た
。

　
ま
た
、井
上
町
長
か
ら「
こ
の
道

路
の
完
成
に
よ
り
た
く
さ
ん
の
人

が
行
き
交
い
、地
域
が
一
層
活
性

化
し
て
ほ
し
い
」と
祝
辞
を
述
べ

ま
し
た
。

　
今
後
は
、来
年
竣
工
予
定
の
尾

原
ダ
ム
や
佐
白
地
区
交
流
拠
点
施

設
、五
月
に
完
成
し
た
自
転
車
競

技
施
設
を
結
ぶ
道
路
と
し
て
、ま

た
、生
活
に
根
ざ
し
た
道
路
と
し

て
地
域
に
親
し
ま
れ
な
が
ら
、地

域
の
活
性
化
に
つ
な
が
っ
て
い
く

こ
と
が
期
待
さ
れ
ま
す
。

メ
ー
ト
ル

は

な
い

▲キャプション

キ
ャ
プ
シ
ョ
ン

る
び

▲現地視察の様子（大原新田）▲テープカットの様子

　
七
月
十
九
日
任
期
満
了
に
伴
う
、

奥
出
雲
町
農
業
委
員
会
委
員
一

般
選
挙
が
七
月
五
日
、
告
示
さ

れ
ま
し
た
。

　
立
候
補
の
届
出
を
七
月
五
日

の
午
後
五
時
で
締
め
切
っ
た
と

こ
ろ
、
三
十
人
の
届
出
が
あ
り
、

選
挙
に
よ
る
委
員
定
数
を
超
え

な
か
っ
た
た
め
、
七
月
十
日
に

予
定
さ
れ
て
い
た
投
票
は
行
わ
ず
、

届
出
の
あ
っ
た
三
十
人
全
員
が

当
選
、
七
月
十
日
に
は
当
選
証

書
が
付
与
さ
れ
ま
し
た
。

　
ま
た
、
選
任
に
よ
る
委
員
（
学

識
経
験
者
）
に
つ
い
て
は
、
奥

出
雲
町
議
会
か
ら
二
人
が
推
薦
、

関
係
団
体
（
農
済
・
改
良
区
・

Ｊ
Ａ
）
か
ら
は
役
員
会
で
の
互

選
に
よ
り
三
人
の
推
薦
を
受
け

ま
し
た
。

べ
ん
た
つ

▲


